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概  要 

 

サブミクロン粒子表面に一次ナノ粒子を析出させるとともにそのナノ粒子

表面に別の粒子を配置させた微粒子高次構造化するプロセス技術。例として

DPF（Diesel Particulate Filter）を用いた浄化システムにおいて微小粒子状

物質（PM2.5）を燃焼して浄化する触媒に関して、燃焼を繰り返し行っても

燃焼終了温度がほとんど変わらない触媒を開発した。また、コバルトフェライ

ト触媒を組成制御することによって、室温でＣＯを６０％ＣＯ２に酸化して除

去することができる触媒を開発した。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

・担体粒子表面に触媒粒子を析出し、さらにその触媒粒子表面に粒成長抑制材

料を配置するなど微粒子高次構造化していることが特徴。（ＰＭ燃焼触媒） 

・ＣＯ酸化触媒は一般的には貴金属を使用。この技術では組成制御したコバル

トフェライトを使用。さらにそれを担体粒子表面に析出した複合粒子を開発。 

本技術の 

有用性 

・炭素粒子を繰り返し燃焼させても、触媒の粒成長を抑制する粒子構造によっ

て長寿命な触媒を提供できる。 

・ＣＯによる触媒劣化に強いコバルトフェライトを用いて低温でＣＯを酸化除

去することができる。 

関連情報 

（図・表・写真等） 

 

 

適用可能製品 PM 燃焼触媒、CO 酸化触媒、電波吸収材用の磁性複合粉体など 
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